駿台E.S.S.活動報告（補足）
１．　SA活動（シニア‐アドバイサー）
　２０１５年１０月より外国人留学生支援の為大学の公認活動としてスタートしました
（大学のウエブサイトにも紹介されている）。この１１月で２年目に入ります。
現在、　駿河台（週４回）　和泉（週３回）中野（週２回）の３キャンパスで開催。
下記会員の皆さんが活躍しています。（敬称略）
駿河台：リーダー　金子行男（Ｓ50年卒）、高橋剛（Ｓ41年卒）、
長谷川郁男（Ｓ41年卒）関紘一（Ｓ42年卒）
　　和　泉：リーダー　輪座克彦（Ｓ49年卒）、小林洋輔（Ｓ45年卒）、
佐藤千恵子（Ｓ46年卒）
　　中　野：リーダー　郡司強三（Ｓ41年卒）、山岡大介（Ｓ43年卒）　　　　　
今後明治大学では外国人留学生は増加の一途。現在約１２００人　２０２０年には２０００人、目標は４０００人で４人に１人が留学生となります（政府のグローバル３０指定大学として）。一方日本人の海外への留学生も同数を目標に推進しています。
ＳＡの業務内容は　（１）就活支援　（２）　日本語指導　（３）生活相談　です。
今後は卒業後日本で働きたい留学生（全体の７０－８０％が希望）へのサポートを大学側と一体となった形でその支援体制を構築していきたいと思います（OBならではの社会経験を生かして）。ＳＡ活動にご関心のある方は是非事務局の方にご連絡ください。

２．　現役E.S.S.への支援金について
　　本年６月に４０万円を支援。デイスカッション、ディベイト、スピーチ、ドラマの各セクションに１０万円ずつ配分,寄付の使用活動の特定をし、参加の個人負担が軽減になるようにお願いをしました。使用方法は以下の通りです。
　　デイスカッション：　明治オープンの開催費用（12月17日和泉　総額約１百万の一部）
　　ディベイト：　NAFA九州の参加費用（3名の福岡大学へ交通費＋参加費15万の一部）
　　ド　ラ　マ：  12月　公演の費用（35万の一部）
　　スピーチ:　 　三上杯（6.11）板橋杯（12.18）の開催費用（55万の一部）　
　なお,別途若手OB有志から１７万８千円が現役に寄付、支援されています。

３．　大学との共催イベント
[bookmark: _GoBack]　　１１月２日　駿河台キャンパス・グローバルホールにて「グローバルイベントと国際ジャーナリズム」のイベントを開催。会員である輪座克彦さん（Ｓ４９年卒）が提案し大学側が主催、駿台E.S.S.が後援。BBCニュースレポーター大井真理子氏、日米協会会長藤崎一郎氏（元駐米大使）、明治大学教授蟹瀬誠一氏の３名によるクロストークがすべて英語で行われた。１５０名参加。今後も英語部ＯＢ会ならではのイベントを大学と協力して行っていきたいものです。　以上　２０１６年１２月１０日　    -8-
